The role of fimbriae of Escherichia coli in urinary tract infections by 石川, 成明
Title尿路感染症における大腸菌の線毛の役割について
Author(s)石川, 成明




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿紀 要　 37:953-956,1991 953
尿路感染症における大腸菌の線毛の役割について
富山医科薬科大学医学部泌尿器科学教室(主任:片山　喬教授)
　　　　　　　 石　　 川　　 成　　 明
THE ROLE OF FIMBRIAE OF ESCHERICHIA  COLI 
     IN URINARY TRACT INFECTIONS
                       Shigeaki Ishikawa 
From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Toyama Medical and Pharmaceutical University
   The incidence of P-fimbriated E. coli from patients with pyelonephritis, cystitis and asympto-
matic bacteriuria was 78.6%, 31.9% and 22.2%, respectively. Almost all of the P-fimbriated E. 
coli have also type-1 fimbriae. 
   In the in vitro test, P-fimbriated E. coli attached to the uroepithelial cells in higher number 
than the type 1 fimbriated E. coli. The results of the adhesion inhibition test suggested that 
simultaneous presence of P-and type 1 fimbriae is the most significant virulence factor in urinary 
tract infections.
(Acta Urol. Jpn. 37: 953-956, 1991)






















無 を 肉眼 お よび顕 微 鏡 下 で 判 定 した.モ ル モ ッ ト赤 血
球 を凝 集 し,こ れ が2%D-mannoseで 阻 止 され る
もの を1型 線 毛,ヒ ト赤 血 球 を凝 集 し,D-mannose
を加 えて も阻 止 され な い もの をP線 毛 と した.
3・Hemaggulutinationtiterの測 定
各 菌 株 浮 遊 液(5×108cfu/ml)の2倍稀 釈 系 列 に
ヒ ト赤 血 球 浮遊 液 を用 いて 凝 集反 応 の有 無 を 判 定 し,
凝 集 に 必 要 な最 低 菌 数 の対 数値 をHAtiterと した.
4.付 着試 験
108cfu/m1の細 菌 浮 遊液 と105/mlの ヒ ト尿 中 剥
離 細 胞 を37℃,1時 間incubationし,細胞 に 付着 す
る細 菌 数 を調 べた.ま た 手術 材 料 よ り得 られ た健 常組
織 を 用 い,膀 胱,尿 管,腎 孟 の各 上 皮 に 付 着 す る細 菌
数 を 調 べ た.
5.付 着 阻 止試 験
PBS中 で の付 着 す る細 菌 数 を コ ン トロ ー ル と し尿
中,2%D-mannose,レクチ ンで あ るconcanavalin
A,triticumvulgaris,Pリセ プ タ ー を もつtrihex.


































































材 料 由来 株 に 比 べ 有意 に高 か っ た(Tablel).尿由来
株 の 中 では 腎 孟 腎 炎患 者 由 来 株 で78.6%と多 く認 め ら
れ た(Table2).
ま たP線 毛 保 有 萬 の 多 くは1型 線 毛 も有 して い た
(Table3).
2.HAtiter
疾 患 由来,線 毛 の 型 に かか わ らず,有 意 差は なか った
(Table4).
3.イ・ナ着 、試験
p.pお よび1型 線毛 保 有 菌 は1型 線毛 保 有 菌に 比
べ1([1あた りの 細 胞 に 付着 す る細 菌 数 も多 く,10個以
上 付着 す る細 胞 の割 合 も高 か った(Table5).膀胱,
























































4.付 着 阻 止試 験
1.型線 毛 保 有菌 は 尿中,D-mannoseお よびcon-
canavalinA添加 でP線 毛 保 有 菌 はtrihexosyl
ceramide添加 で 付 着 率 の 低下 が み られ た が,両 線 毛
保 有菌 は いず れ の状 況 下 で も影 響 が 少 な か った(Ta-
ble6).
考 察
尿 路 にお け る大 腸 菌 の病 原 性 に 関 して はf血清 型1β},
ヘ モ リジ ン産 生 能4・5)など多 くの 報 告 が な され て い る
石川=大 腸菌 ・線毛 955
が,菌 の定着が成立 して初めて病原性が発揮されるの
であり,病原性因子を有する株でも尿路上皮への付着
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